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Ａ．研究目的 
「日本癌学会」、「日本臨床腫瘍学会」、「日本癌
治療学会」が設立した「3学会合同ゲノム医療推進
タスクフォース」内の活動目標の１つである、「社
会に対する正しいがんゲノム医療の提供」の実現
に向け、「がんゲノムネット・ワーキンググループ
（WG）」が組織された。この3学会合同WGを基盤と
し、患者、患者家族、一般市民を対象に、現状のが
んゲノム医療の全体像をまとめアップデートを随
時行いながら、ゲノム関連情報の提供を行うこと
を目的とする。 
 

       Ｂ．研究方法 
1. 会議 
がんゲノムネット・ワーキンググループ（田村, 土
原, 高橋, 古川, 川上, 佐治, 矢野, 植竹, 林田,
 吉原, 清水）を開催する。インターネット公開お
よび書籍出版により、正しいがんゲノム医療情報
を提供する。 
 
2. 関連学会への参加 
適切な執筆者の選定や学会でのがんゲノム医療情
報の配信に関して情報収集を行う。 
 
       （倫理面への配慮） 
偏った情報あるいは誤った情報を配信することが

ないように、ワーキンググループ内で情報源の把

握を行う 

 

 

      Ｃ．研究結果 
4月に通信での打ち合わせ後、7月に開催された３学
会合同WGに参加した。現状のがんゲノム医療の情報
配信に関する問題点を議論し、情報ツールとしてイ
ンターネット「がんゲノムネット（仮称）」と書籍
「よくわかるがんゲノム医療（仮題）」を制作する
ことを決定した。7月末、11月、1月末と通信での打
ち合わせにより、上記の内容、項目、分担執筆者の
選定を決定し、分担執筆者の内諾を得た。 
 

Ｄ．考察 
研究計画書の年度予定通りに順調に進んでいる。

がんゲノム医療情報は日々更新されていることか
ら、適宜計画の見直しを行い、社会のニーズに合う
ものを発信できるようにしていく必要がある。 
 

Ｅ．結論 
3学会合同WGでがんゲノム医療情報発信に向けた基
盤を築くことが可能であった。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 なし 
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2.  学会発表 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 なし 
 
 
 
 
 
 
 

 

研究要旨 「日本癌学会」、「日本臨床腫瘍学会」、「日本癌治療学会」合同ワーキンググループを基盤

とし、患者、患者家族、一般市民を対象に、現状のがんゲノム医療の全体像をまとめアップデートを

随時行いながら、ゲノム関連情報の提供を行うことを目的とする。インターネット「がんゲノムネッ

ト（仮称）」と書籍「よくわかるがんゲノム医療（仮題）」制作を進めている 
 


